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我々の研究室では、X-mas (X-ray milli-arc-second)計画と称して、ミリ秒角の分解能をもつＸ線望遠鏡の開発
を進めている。そして新たに、X-mas 計画を発展させた干渉計の計画にも着手した。Ｘ線干渉計はコロラド大学
のグループが行っているMAXIMと呼ぶ提案がある。この計画では干渉縞の間隔を広げるために、大変長いサイ
ズの干渉計となっている。そこで我々は、小さいサイズの干渉計でも干渉縞を広くする方法について考えた。こ
の計画での光学系の配置は、２枚の平面鏡の一回反射で、検出器は光軸と平行に設置する予定である。そこで用
いる検出器は、転送電極がついている面とついていない面の両面からＸ線を照射できるＣＣＤを予定している。
ＣＣＤを光軸より少し傾けることにより。ＣＣＤを光軸と垂直に配置した場合よりも、干渉縞の間隔が広くなる。
例えば、ＣＣＤを光軸より１°傾けて配置した場合、６０倍ほど干渉縞の間隔が広くなることがわかった。具体
的なデザインとして、鏡の間隔を 0.01[m]、鏡からＣＣＤまでの距離を 2[m]、入射するＸ線の波長を 10[nm]とし
た場合、干渉縞の間隔が６０ [μm]となる。この数値はＣＣＤのピクセルサイズと比べると十分に大きいため、
干渉縞を容易に検出することができる。これにより、焦点距離の短い干渉計を作る事が可能となる。本講演では、
色々なデザインでの干渉パターンのシミュレーションも含めて報告する。


